
【プレモータム・シンキングを使ってあなたの仕事の弱点を知る⽅法〜ステップ２】 
 
今回は、あなたが「来⽉の役員会に重要案件をかけたが⼤失敗をしてしまった︕」と仮定
します。  
想像してみてください。役員室の敵対的な雰囲気、熱をもった額、汗の匂い、⼝のなかは
カラカラで感覚がありません。  

 
その時にあなたが 「失敗の原因」と思うポイント 
を、次のページの３２の項⽬のなかから、おおよそ８個選んで○をつけてください。 

与えられた時間は５分です。（タイマーを⽤意していただくと良いでしょう） 
 

 
できましたか︖ 
 
では、以前に 
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で記⼊（○をつけた）した紙と⽐べてみてください。 
 
この違いに注⽬していただけませんか︖ 前回の「成功したと想定」になく、今回の「失敗と
想定した」時だけに現れた項⽬に注⽬してください。 

このポイント（項⽬）、あなたの上司などに過去、「きみの弱いところだ」などと⾔われたことは
ありませんか︖ 
 
もちろん、前回と今回の内容がぴったり⼀致する場合もあります。おめでとうございます。あな
たは、素晴らしい実⼒の持ち主です。（しかし、⾃分が過去、外資系ビジネスマンなどに試
した場合でも完全⼀致はありませんでした） 
 
この、「失敗したと仮定」した作業が「プレモータムシンキング」です。あなたの「抜け漏れ」を減
らすことができる⽅法です。なぜなら、⼈間のパターンとして、⽬標を達成しようとするときに、
根拠のない⾃信とご都合主義に陥ります。これは思考のシステムの為せる技です。 
 
プレモータムシンキングでは、物事を始める前に「先にしくじる」思考をすることで、⼈間の思
考システムのバイアスをへらすことを⽬的としています。 
 
  



【役員会議でプレゼンテーションを⾏うときに、注意すべき事柄】 

1. プレゼンテーションで使うパソコンの動作確認 
2. リハーサルを⾏った 

3. プロジェクターの接続確認をした 
4. 時計の⽤意 

5. 営業部担当者への事前説明 
6. スライドの枚数は１０枚未満だった 

7. 声のトーンの確認 
8. 落とし所を⽤意した 

9. レーザーポインターの動作確認 

10. プレゼンでかかる時間の事前測定 
11. データの引⽤元を確認した 

12. プレゼンは結論から述べた 
13. 役員室の設備管理担当者の名前確認 

14. 飲み物の⽤意 
15. プレゼンストーリーを上司とレビューした 

16. サポート部⾨担当者への事前説明 
17. 短いバージョンのプレゼンを⽤意 

18. 上司への事前説明 
19. 競合分析をおこなった 

20. バックアップ⽤パソコンの⽤意 

21. キーマンがこだわるポイントを始めに反映した 
22. 動画を準備した 

23. ⼿元資料の⽤意 
24. 問答集の⽤意 

25. 出席する全キーマンの出席確認 
26. １スライドに１テーマに絞った 

27. 過去の事例をよく調べた 
28. USB メモリを⽤意した 

29. プリントアウトした資料の⽤意 
30. 部⻑への事前説明を⾏った 

31. IT ヘルプデスクに事前連絡 
32. 前の晩は早く寝たか 


